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時の流れの宝物 


► えくてびあんレポート 


ただ古いたけの車をボンコッと 
いう-時の流れとともに、確固た 
る存在の光を放つヴィンテージ* 
極上のワインにも似て、なにもの 
にも贫えがたい昧わい.立川の風 
に洗われて蘇る裒たちの表情は料 
年の貧万に、そっくり、そっくり c 
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ける怪力はどこから出てくるのか。 
指導の間二三男氏も「天才だ！」と 
舌をまくほど。 

立川离校 OB に•日本けん玉道， 
六段というユー II クな活動をする 
山本康治クンがいる m じ立川高 
校二年生の小林弘子さんはクラブ 
活動でバレ—部にいるがまだ補欠 
だとか。しかし、校鬥を I 歩でる 
と日本的なカヌ—選手なのだ。立 
高の伝統ある幅の広さを物語つて 
いるといえようか。 

今月の「街角の逋」に鰲«の森 
淑子さんはご覧のように技術を越 
え、彼女の*人生 B , そのものが 
デザィンに表現されている彼女 
もまた写輿展の主役である。森さ 
んもフアンのひとリだという児玉 
勝己さんは、ハンドべルの世界的 
指揮者‘•最近は栺搛者の指導に« 


楽しみだったのは宄生のしてく 
れるお站でした■先生は结の名人 
で，大人になった今でも先生以上 
に話の上了な人を私は知りません" 
動物の出てくるお咖話のほかに、 
身近な本当にあった话も私は好き 
でした。先生のお係さん，つまり 
娘さんの娘さんか「すみれ j といぅ 
名であることも•お话の中で知り 
ました。先生が恭好 
ね ■ S 算きな花の名を付けたと 
いぅその括は子供心に 
印象的でした® 

18 近，先牛のお S の 
中に•先生のご主人の 
ことや•すみれさんの 
お父さんのことが一啶 
も出て米なかったこと 
に$1付きました。 

すみれは、兄ているだけで心が洗 
われっな色と姿をしています： 
いつだったか佗库のヶ—スの中の 
すみれを兑ていたとき，幼くてまだ 
沢分からずの私遠を荊に、孫娘の 
活しをした K 先生の tl 持ちが•初 
めて分かったような氕がしました* 


たとえば今私たちの前に多摩 
川を«しつづけてきた三田 a 吉さ 
んがいる。単に川を愛するにとど 
まらない"立川といぅ地こそ自分 
を生かしてくれるところと決めて 
売名行為を楢瑙にきらい"ひたす 
ら立川の^6の下•として、いま 
や三田 a 吉さんを語らずして、立 
川は語れないまでに"その存在偭 
価は大きくなった。 

が、 I 方にまた"無冠のヒ □ ィ 
ン•が砂川にいる n 西尾麽子さん 
もその I 人。女子のパワーリフティ 
ングでこの秋‘日本新 K 錄を捆立 
した。主»であり、勤めをもち、 
その m にジム li い•はじめてから 
わずかに I 年半でこの纪 3 T 西慝 
さんは48キ□といぅ小柄な方**140キ 
口以上のバーべルを11々と持ちあ 


終回 


山内美鄉 

立 )11 の^パすみれ 

r すみれ……」と， P の中でつぶ 
T たびに思い出す朗があります❶ 
色か«くてシワ深い•肋の広い袖 
人の餌です。 

K 先牛。私の小学校 r 二年の 
扭任の先生です。幼椎 
園に行かなかった私に 
とうて* K 先生は®と 
仰いだ 36 初の人です。 

先生はいか h .« で鳩物 
で、いつも反り返るは 
ど姿勢がよくて，歩き 
かたも、ちよつとし 
た表情にも活気がみな 
ぎっていました。よく通る人きな 
声でハキハキ迖し、全身を惜しまず 
使って思板 U {子を*き絵を描き校 
業を進めました。体の弱かった私 
は浮かない i ®; で S 校することが多 
かったので t が、先±の潑刺とし 
た顔を兄て，張りのある声を W く 
と、氕恃がしやんとしました。 


來『立川と語ろぅ、&に生 
き J - IArv 」 を提 DS しつづけている ir 月 
刊えくて$ん J が ， f 
て取 - H いょいょ；ス入 s 

•85』の|も鬩近ぃ** 
わたくしたちはこの地「$市 j 
に住み、あるいは仕 f 得て*£を 
させて Tfi きながら，案外と「;/:川」を 
知らない、 - t 立川を知らない。 
取材中わたくしたちは、い4か耳 
にしてきたことだ ♦ C - T ' か。日く「立 
川には人いない y 日く「立川に 

は文货なぃ\ 

そんなことはない！ -■これが 

取付妃者の.|£;3|\」ある0わたく1た 
ちは自信をもつてこのを「写 
真にみる立川の_ I 名し、 
§のほどは？氏の_にま 
つほかはない•是彝のご親^を$フ 
ゆえんである， 



も®ねてきている人形劇サ—クル 
「サンボ/钿史+さんを炱住者と 
して花房澄思さん、高 ff 文子さん、 

sft 純子さん，田辺光子さん、石« 

和/さん。和^あいあいの中に「ブ 

口のまねをするのではなく*人の 

手作りのよさを出してゆこう J と 

いう心息^がみなぎる。 

- IT 供たちにとつて*お母さんの 

声，というのが大事なので、普段 

の声で演じるようにしています。 

I 番の容び？もちろん，仝塌の子 

供たちの歓卢です」。 

增渕 f 先生の指導をあおいで 

いる。連紡 36-5 183 {« さん)へ。 
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米をとびまわつ 
ており、立川で 
はその妙なる音 
色が»けなかつ 
たが、写真展金 
期中の12月14日 
に、はじめて立川 
市民会館(小ホー 
ル)で n ンサ— 

を M く。 

子供の世界では 
落成なつた新国技館 
で全国の"ちびつ子 
大相撲，がおこなわ 
れ、団体で二位とい 
ぅ大成果：ここでも 
活 S した•森クン三 
兄弟♦は、立川でユ 
ニークな存在だ- 

まだまだ、揭げればキリがない 
が、「立川人」が11+数名、それに 
立川を訪れたゲスト{田湄幸 I さ 
ん、石坂淮二さん、酒并和瞅子さ 
んら)おなじみのポ—トレ—卜も 
含めてケンランの写舆展-»ベスト 
立川人展 j がはじめて傕されよう 
としている。 
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►« 霣考に氅し上げる「世紀のカレン 
1」<•?!き鑣<#•が必饗 T す> 
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立川クイズ 


M 束地区の国鉄駅は三百以上あ 
ります=その中でも立川 K は比較 
的乗降客の多い駅です。ではいっ 
たい何番目でしよぅか6 
①|0番以内②30番以内③60番以内 
〔11月号の答え〕川の淀れに沿って 
栄える通りにちなんで"シユ—ベル 
卜の 「 WJ を进びました。答えは② 

1 f 真 tall 苑だより 

今度おこし«ける日は rt 未 L | 
おしせま；'てからです*あわた 
だしい年の瀬•ちよつと落ちつ 
きをとり戾しに、どぅぞ。 

■日時 12 H 2] uci ) 

午後2時から4時 
■御本 Ato 5物館のご案内 
をはじめとして映幽など®〇た 
く气又の明*がしてございます • 
■立川 rlt 民{成人〉に限らせて 
項さます • 

■お申し込みは「えくてびあん • 

コンパニオン.！ 

(本^を手' i « 

してくれたん》 



•いもので、もぅ ，！ g 走*が駆 
けよつてくる音がヒタヒタと联こ 
えてきます。# 12 月 12 日から一遇 
間' いよいよ，へスト立川人展 * 85 J 
が開催されます"今年一年， ft : 川で 
活躍された方々を活写したギヤラ 
リ—といえば*なにか華ばなしい 
空気が伝わつてくるかもしれませ 
んが、この中には地味で籥々と"我 
が道^,を求めておられる方もいる" 
もし，この Tf / ft 展がなんらかの意味 
で*川文化に献ずるもの有 9 とす 
れば、まさにこの〃地味の人•にも 
スポットをあてたことでありまし 
ょぅ。•えくてびあん特製 ~* J 世紀 
的 LIV 衣 j {ら•び•あん•ろ—ず)を 
見た人が r これを兒た人は 0 殺し 
たくなるんじやないかと心 K です 
よ」ともらした t 全く。 • 冬 Dk の 
»をはじさてえくてびあん 
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12月12日闲 

午後2時に開展 

於•朝 H ギヤラリー(ウィル 9 F ) 

写真/天野武男、吉田基治、小林洋治、 

加藤 IE 藻、武田和紀 
アートディレクタI\小塚秀忠 
卜—タルマネ—ジヤ1\後藤文子 

後援/立川商工会*所•立川育年金 It 所 

立川市文化連盟•立川市社会福祉協 ift 会 

茁和鈸行•埼王氬行.第一勧鸞銀行•太»神尸 m 行.多！！中央 ft 用金寒 
東京都民*行•富士》行こ||薆銀行.山勘中央«行 
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主えポ年 
を材た熟だ 
J 素し_ : 
すは II る 
で術 I れ金 
□技でか黄 
n のまぬの 
n ん3¢ p れ 
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人るか一お 


内面の美を創遗する服_ 
デザィナ—♦森淑子さん{幸 
町二丁目)が巷に流布して 
いるのとはひと昧ちがうフ 
アツシ3ン•シ31を開い 
た。モデルもお*さんたち 
という、成熱した人生のお 

しやれ感覚と一一- • 

やつばし、おんなのひと 
はみんなうつくしいわあ。 
-山左から*=谷曾子さん齑 #* 
代さん塩只トミさん②蘭 P 睃子 
さん a )« 冕悅孑さん^痒中友子 
さん. I '11山チヨさん®*野アヤ 
さん6#秀子さん'1:'-佐两«さん 
111鴨霣子冬ん 















